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　舞鶴・ポーツマス両市姉妹都市提
携 15 周年にあたる本年、ポーツマス
市からの招待があり、５月 19 日から
22 日にかけて、多々見良三・舞鶴市
長を団長とする舞鶴市代表団（副団
長：尾関善之・舞鶴市議会議長）が、
同市を訪問しました。
　一行は、英国式の伝統ある名誉市
長交代式典に参加し、新たに就任し
たリン・スタッグ名誉市長と 15 年に
わたる姉妹都市交流の成果を確認し、
今後の方向性について意見交換を行
いました。その後、青少年英語研修
で授業が行われている学校を訪問し、
学習プログラムの充実などについて
協議しました。

　平成５年に赤れんが博物館がポー
ツマス市から 18 世紀の海軍倉庫れん
がの寄贈を受けたことから両市の交
流が始まりました。両市は共に海軍
ゆかりの歴史を持ち、港と文化を生
かしたまちづくりを進めるなど多く

舞鶴市代表団がポーツマス市を訪問
姉妹都市提携 15周年

▲リン・スタッグ名誉市長（中央）と
多々見市長（右）、尾関市議会議長

の共通点があることから、官民挙げ
ての交流に発展。機運が高まった平
成 10 年に姉妹都市提携を行い、交流
が本格化しました。平成 20 年には姉
妹都市提携 10 周年記念事業として

「シャーロック・ホームズ＆コナン・
ドイル博」を舞鶴市で開催。世界各
国で愛読されているシャーロック・
ホームズ・シリーズは、作家のコナン・
ドイルがポーツマス市で執筆したの
が始まりです。
　これまで 15 年間にわたり交流の礎
を築いてきた両市の市民の皆さんの
思いを胸に、今後も青少年の人材育
成をはじめ、文化の交流を通じて舞
鶴市とポーツマス市の相互理解をさ
らに深めていくことで意見の一致を
みました。
　　　　　《みなと振興・国際交流課》

▪民謡流しと手作りみこし
【日時】７月 27 日（土）18 時から
【場所】西地区商店街（マナイ・中央・
平野屋）
【申し込み方法】６月 30 日（日）
までに電話かファクス、電子メール

（info@maizuru-kanko.net）で舞
鶴観光協会事務局（☎ 75・8600、
ＦＡＸ 75・8602）へ。

みなと舞鶴ちゃったまつり　参加者などを募集
７月 27日（土）・28日（日）

▪自衛艦体験航海
【日時】７月 27 日（土）９時 15
分～ 15 時（予定）
【定員】100 人（多数の場合抽選）
【その他】天候などにより中止の場
合あり
【申し込み方法】往復はがきに希望
者全員の住所・氏名・年齢・性別・
職業・電話番号を記入し、６月 21
日（金）消印有効で舞鶴商工会議所

（〒 625-0036 市内字浜 66）へ。

▲花火大会（昨年の様子、多重露光で撮影）

▼民謡流し（昨年の様子）

花火大会を開催
【日時】７月 28 日（日）19 時 30 分から
【場所】東地区海岸
《まい花火募金》
　皆さんからの募金で「まい花火」を
打ち上げます。1 口 1,000 円。７月 28
日まで商工観光センター、市役所本庁、
西支所、まいづる観光ステーション、
京都北都信用金庫、郵便局で受け付け。
《周年記念花火》
　企業の歴史や歩みを祝いたい、PR し
たい事業所を募集。７月１日（月）ま
で舞鶴商工会議所で受け付け。
▶ちゃったまつりに関するお問い合わせ
は、舞鶴商工会議所（☎ 62・4600）へ。
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▪略語の見方
　 ＝日時　　　　　　　＝場所・会場　　＝内容　　　＝講師　　　　　　＝対象
　 ＝定員、募集人数　　＝料金　　　　　＝その他　　＝申し込み方法　　＝問い合わせ先
※ 　だれでも　　特になし　　無料　　特になし　　不要の場合は、記載なし
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催
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催
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▪
あ
ど
べ
ん
ち
ゃ
ー
ク
ラ
ブ

●
７
月
13
日
㈯
～
11
月
９
日
㈯
に
計
５
回
、

７
月
13
日
は
９
時
30
分
～
15
時

●
野
外
料
理
体
験
や
自
然
観
察
、
鍛
練
ウ
ォ

ー
ク
な
ど
●
小
学
４
～
６
年
生
●
先
着
30
人

●
５
０
０
円
（
材
料
費
な
ど
が
別
途
必
要
）

▪
親
子
昆
虫
・
植
物
採
集
会

●
７
月
14
日
㈰
～
８
月
18
日
㈰
に
計
４
回
、

７
月
14
日
は
10
時
～
15
時

●
自
然
文
化
園
な
ど
で
昆
虫
や
植
物
を
採
集

し
標
本
を
作
る
●
小
学
生
と
そ
の
保
護
者

●
先
着
20
組
●
１
組
２
，
０
０
０
円

《
共
通
》
●
６
月
30
日
㈰
ま
で
に
電
話
か
フ
ァ

ク
ス
で
同
館
へ
。

●
６
月
29
日
㈯
９
時
30
分
～
12
時
30
分

●
南
公
民
館
●
タ
コ
ラ
イ
ス
や
ブ
ロ
ッ
コ
リ

ー
と
か
ぼ
ち
ゃ
の
サ
ラ
ダ
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の

ス
ー
プ
な
ど
●
小
学
４
～
６
年
生

●
先
着
30
人
●
５
０
０
円
●
６
月
22
日
㈯
ま

で
に
同
館
窓
口
へ
。

●
同
館
（
☎
62
・
０
２
８
８
）

子
ど
も
料
理
教
室

【
総
合
文
化
会
館
】

▪
及
川
浩
治
ピ
ア
ノ
リ
サ
イ
タ
ル

●
７
月
15
日
㈷
15
時
か
ら

●
全
席
指
定
、
一
般
１
，
５
０
０
円
、
高
校

生
以
下
５
０
０
円
●
未
就
学
児
は
入
場
不
可

▪
沢
田
研
二　

LIV
E
2
0
1
3

「P
ray

」

　

チ
ケ
ッ
ト
の
発
売
は
７
月
６
日
㈯

●
10
月
13
日
㈰
16
時
か
ら
●
全
席
指
定 

７
，
０
０
０
円
●
未
就
学
児
は
入
場
不
可

▪
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
作
品
展

●
７
月
６
日
㈯
と
７
日
㈰
10
時
～
17
時

●
舞
鶴
写
真
連
絡
協
議
会
の
合
同
写
真
展

▪
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト

●
７
月
７
日
㈰
、
13
時
30
分
～
15
時
30
分

●
箏
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
斗
為
巾
、
麗
・
麗
、

Ｍ
Ｙ
Ｓ
Ｔ
、
白
井
友
二
さ
ん
が
出
演

【
市
民
会
館
】

▪
青
島
広
志
が
や
っ
て
く
る
！　

み
ん
な
知

っ
て
る
日
本
・
世
界
の
名
曲
ア
レ
コ
レ

　

チ
ケ
ッ
ト
の
発
売
は
７
月
13
日
㈯

●
10
月
14
日
㈷
15
時
か
ら
●
全
席
指
定　

一
般
２
，
０
０
０
円
、
学
生
１
，
０
０
０
円

●
３
歳
未
満
は
入
場
不
可

文
化
事
業
団
（
☎
64
・
０
８
８
０
）

ひ
と
り
親
家
庭

い
き
い
き
ふ
れ
あ
い
キ
ャ
ン
プ

●
８
月
３
日
㈯
11
時
～
４
日
㈰
13
時

●
男
山
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
（
八
幡
市
）

●
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ

ア
、
交
流
会
な
ど
●
父
子
家
庭
の
親
子
●
府
内

で
30
組
程
度
●
大
人
２
，
０
０
０
円
、
子
ど
も

１
，
０
０
０
円
●
７
月
８
日
㈪
ま
で
に
地
域
の

民
生
・
児
童
委
員
ま
で

●
民
生
児
童
委
員
連
盟
事
務
局
（
保
健
福
祉

企
画
課
内
、
☎
66
・
１
０
１
１
）

中
央
公
民
館
（
☎
62
・
０
４
０
０
）

《
東
地
区
商
店
街
》

●
６
月
29
日
～
７
月
20
日
の
毎
週
土
曜
日

●
運
営
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
募
集
●
東
舞
鶴
商

店
街
連
盟
（
☎
64
・
４
８
４
４
）

《
西
地
区
商
店
街
》

●
７
月
６
日
～
20
日
の
毎
週
土
曜
日
●
舞
鶴
商

工
振
興
会
（
14
時
～
17
時
、
☎
75
・
０
９
３
３
）

夜
の
市

●
６
月
28
日
㈮
13
時
～
15
時

●
中
総
合
会
館
●
参
加
者
同
士
の
交
流

●
認
知
症
の
人
を
介
護
し
て
い
る
家
族

●
高
齢
者
支
援
課
（
☎
66
・
１
０
１
２
）

認
知
症
介
護
家
族
の
つ
ど
い

【
東
図
書
館
（
☎
62
・
０
１
９
０
）】

▪
お
は
な
し
会

●
７
月
３
日
㈬
15
時
30
分
～
16
時
●
人
形
劇

や
エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー
な
ど
●
幼
児
と
小
学
生

▪
読
書
会

●
７
月
４
日
㈭
10
時
30
分
～
12
時

●
作
品
は
三
浦
綾
子
著
「
細
川
ガ
ラ
シ
ャ
夫
人
」

▪
赤
ち
ゃ
ん
え
ほ
ん
の
ひ
ろ
ば

●
７
月
11
日
㈭
11
時
～
11
時
20
分
●
絵
本
の
読

み
聞
か
せ
や
わ
ら
べ
う
た
な
ど
●
０
～
２
歳
児

▪
と
し
ょ
か
ん
で
お
み
せ
や
さ
ん

●
７
月
24
日
㈬
10
時
30
分
～
16
時

●
買
い
も
の
ご
っ
こ
な
ど
●
幼
児
と
小
学
生

【
西
図
書
館
（
☎
75
・
５
４
０
６
）】

▪
お
は
な
し
の
ろ
う
そ
く

●
・
●
７
月
13
日
㈯
❖
10
時
30
分
～
11
時
…
小

図
書
館
の
催
し

●
７
月
２
日
・
９
日
・
23
日
・
30
日
の
火
曜

日
、
13
時
～
15
時
●
フ
レ
ア
ス
舞
鶴

●
新
た
な
個
性
や
能
力
を
発
揮
で
き
る
よ
う

支
援
す
る
セ
ミ
ナ
ー

●
市
内
在
住
か
在
勤
の
18
歳
以
上
の
女
性

●
先
着
20
人
●
託
児
あ
り
（
要
予
約
）

●
６
月
28
日
㈮
ま
で
に
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
、

電
子
メ
ー
ル
で
人
権
啓
発
推
進
室
（
☎
66
・

１
０
２
２
、
ＦＡＸ
66
・
１
０
１
５
）
へ
。

女
性
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
セ
ミ
ナ
ー

▪
リ
サ
イ
ク
ル
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

●
６
月
23
日
㈰
10
時
～
12
時
●
26
店
が
出
店

▪
小
物
家
具
再
生
工
作
教
室

●
６
月
27
日
㈭
13
時
～
16
時
●
先
着
８
人
●
６
月

17
日
㈪
～
26
日
㈬
ま
で
に
電
話
で
同
プ
ラ
ザ
へ
。

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
（
☎
64
・
７
２
２
２
）

▪
朗
読
愛
好
会
「
か
ざ
は
な
」
の
朗
読
会

●
６
月
21
日
㈮
12
時
30
分
～
13
時

▪
林
悦
山
尺
八
演
奏
会

●
６
月
24
日
㈪
12
時
30
分
～
13
時

▪
仲
川
林
一
・
佐
藤
喜
吉
展

●
６
月
30
日
㈰
ま
で
10
時
～
16
時

●
木
工
と
写
真
を
展
示

サ
ロ
ン
「
ぽ
ー
れ
ぽ
ー
れ
」

（
☎
63
・
３
０
０
８
、
ＦＡＸ
62
・
９
５
４
６
）

学
生
❖
11
時
５
分
～
11
時
30
分
…
４
歳
以
上

●
ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ
や
絵
本
の
読
み
聞
か
せ

▪
赤
ち
ゃ
ん
お
は
な
し
会

●
７
月
17
日
㈬
11
時
～
11
時
30
分

●
わ
ら
べ
う
た
や
絵
本
の
読
み
聞
か
せ

●
乳
幼
児
と
そ
の
家
族

▪
夏
の
お
は
な
し
会

●
７
月
20
日
㈯
14
時
～
15
時

●
人
形
劇
や
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
●
幼
児
と
小
学
生

《お知らせ》「広報まいづる」は７月から月１回、1日の発行になります。
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日　時 内　容 場　所

  17 日（月）   10 時から 予算決算委員会（代表質疑）  市議会議場

  18 日（火）   10 時から 経済消防委員会・予算決算委員会経済消防分科会

 議員協議会室

  18 日（火）   13 時から 民生労働委員会・予算決算委員会民生労働分科会

  19 日（水）   10 時から 建設委員会・予算決算委員会建設分科会

  19 日（水）   13 時から 総務文教委員会・予算決算委員会総務文教分科会

  21 日（金）   10 時から 予算決算委員会

  27 日（木）   10 時 30 分から 本会議（閉会予定）  市議会議場

　市議会６月定例会の日程
は右表のとおり。
　いずれも傍聴できます。
定員は本会議が先着各 38
人、委員会が先着各 15 人。

▶詳しくは、議会事務局（☎
66・1060）へ。

市議会６月定例会

●
７
月
３
日
㈬
13
時
30
分
～
15
時
30
分

●
フ
レ
ア
ス
舞
鶴
●
保
育
サ
ポ
ー
タ
ー
養

成
・
支
援
講
座
で
開
催
さ
れ
る
講
演
を
公
開

●
先
着
50
人
●
託
児
あ
り
（
要
予
約
）
●
電
話

で
フ
レ
ア
ス
舞
鶴
（
☎
65
・
０
０
５
５
）
へ
。

公
開
講
座
「
こ
ど
も
の
事
故
予
防

～
身
近
に
ひ
そ
む
危
険
～
」

募
集

●
７
月
11
日
㈭
10
時
～
11
時
30
分
●
西
公
民
館

●
シ
ョ
ー
ト
ケ
ー
キ
風
の
ア
レ
ン
ジ

プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー
教
室

●
７
月
６
日
㈯
と
７
日
㈰
❖
午
前
の
部
…
９
時

30
分
～
11
時
30
分 

❖
午
後
の
部
…
13
時
30
分
～

15
時
30
分
●
陶
芸
館
●
小
・
中
学
生
と
保
護

者
（
子
ど
も
の
み
の
参
加
も
可
）
●
先
着
各

30
人
●
６
０
０
円
（
保
護
者
は
７
０
０
円
）

●
電
話
で
同
館
（
☎
64
・
３
２
６
３
）
へ
。

親
子
陶
芸
教
室

●
７
月
26
日
㈮
９
時
30
分
～
16
時
40
分
●
西
浄

化
セ
ン
タ
ー
集
合
●
飲
み
水
の
誕
生
か
ら
舞
鶴

湾
に
た
ど
り
着
く
ま
で
の
水
の
流
れ
を
楽
し
く

学
習
。
二
箇
取
水
場
、
上
福
井
浄
水
場
、
西
浄
化

セ
ン
タ
ー
、
京
都
大
学
舞
鶴
水
産
実
験
所
な
ど
を

バ
ス
と
船
で
巡
る
。
●
市
内
在
住
の
小
学
４
～
６

年
生
と
保
護
者
●
１
０
０
人
（
多
数
の
場
合
は
抽

選)

●
参
加
費
無
料
（
昼
食
持
参
）

●
７
月
１
日
㈪
ま
で
に
参
加
者
全
員
の
住
所
、

氏
名
、
生
年
月
日
、
電
話
番
号
、
小
学
生
は
学

校
名
・
学
年
を
明
記
の
上
、
は
が
き
か
フ
ァ
ク

ス
、
電
子
メ
ー
ル
（suid

o
-g

yo
um

u@
p

o
st.

city.m
aizuru.kyoto.jp)

で
水
道
部
業
務
課（
☎

62
・
１
６
３
３
、
ＦＡＸ
64
・
６
４
８
８
）
へ
。

●
同
課
ま
た
は
下
水
道
部
下
水
道
総
務
課
（
☎

66
・
１
０
２
８
）
へ
。

●
７
月
18
日
㈭
９
時
30
分
～
12
時
●
西
総
合

会
館
●
子
ど
も
服
や
育
児
用
品
な
ど
の
フ
リ

ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
●
先
着
22
店
●
５
０
０
円

●
７
月
８
日
㈪
ま
で
に
電
話
で
勤
労
者
福
祉

会
館
（
☎
77
・
１
２
１
２
）
へ
。

ワ
ク
ワ
ク
マ
ー
ケ
ッ
ト
さ
る
な
ぁ
と
出
店
者

●
７
月
６
日
㈯
～
８
月
９
日
㈮
に
計
10
回
、
９

時
30
分
～
11
時
30
分
●
漕
艇
セ
ン
タ
ー
●
小
学

５
年
～
中
学
生
●
先
着
20
人
●
７
月
１
日
㈪
ま
で

に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
性
別
、
学
校
名
、
学
年
、

保
護
者
名
、
電
話
番
号
（
フ
ァ
ク
ス
）
を
往
復
は

が
き
か
フ
ァ
ク
ス
、
電
子
メ
ー
ル
で
ス
ポ
ー
ツ
振

興
課
（
☎
66
・
１
０
５
８
、
ＦＡＸ
62
・
９
８
９
７
）
へ
。

ジ
ュ
ニ
ア
ボ
ー
ト
教
室

●
毎
月
第
２
・
４
火
曜
日
、
13
時
30
分
～
15

時
30
分
●
高
田
工
務
店
夢
ハ
ウ
ス

●
子
育
て
の
不
安
や
悩
み
を
語
り
合
う

●
乳
幼
児
の
母
親
●
３
０
０
円

●
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
た
ん
ぽ
ぽ
助
産
院
の

吉
田
さ
ん
（
☎
・
ＦＡＸ
64
・
３
３
２
４
）
へ
。

た
ん
ぽ
ぽ
マ
マ
カ
フ
ェ

市
制
施
行
70
周
年
記
念
事
業

「
夏
休
み
親
子 

ま
い
づ
る
水
の
た
び
」

子
育
て

●
７
月
４
日
㈭
10
時
～
11
時
●
西
総
合
会
館

●
散
歩
遊
び
や
ボ
ー
ル
遊
び
、
リ
ズ
ム
体
操

な
ど
●
長
崎
優
子
さ
ん

●
歩
き
始
め
～
就
学
前
の
子
ど
も
と
そ
の
保

護
者
●
先
着
25
組
●
５
０
０
円

●
６
月
30
日
㈰
ま
で
に
電
話
で
勤
労
者
福
祉

会
館
（
☎
77
・
１
２
１
２
）
へ
。

わ
く
わ
く
親
子
で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

相
談

▪
電
話
相
談

●
６
月
20
日
㈭
と
６
月
27
日
㈭
10
時
～
16
時

●
女
性
相
談
員
が
応
じ
る
。
専
用
電
話

（
65
・
０
０
５
６
）
へ
。

▪
面
接
相
談

●
７
月
10
日
㈬
11
時
～
14
時
10
分

●
フ
レ
ア
ス
舞
鶴
●
女
性
問
題
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

が
応
じ
る
●
先
着
３
人
●
託
児
あ
り
（
要
予
約
）

●
前
日
ま
で
に
電
話
で
人
権
啓
発
推
進
室
（
☎

66
・
１
０
２
２
）
へ
。

フ
レ
ア
ス
舞
鶴
の
女
性
無
料
相
談

●
６
月
24
日
㈪
13
時
30
分
～
15
時
30
分

●
地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
み
ず
な
ぎ

●
専
門
の
ス
タ
ッ
フ
が
応
じ
る

●
市
内
在
住
の
障
害
児
・
者
と
そ
の
家
族

●
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
同
セ
ン
タ
ー
（
☎

64
・
３
７
６
６
、
ＦＡＸ
64
・
３
６
５
８
）
へ
。

療
育
相
談

●
吉
崎
友
恵
さ
ん
●
子
育
て
中
の
母
親

●
先
着
15
人
●
１
，
３
０
０
円
●
託
児
あ
り

●
７
月
４
日
㈭
ま
で
に
電
話
で
同
館
（
☎

75
・
６
５
０
１
）
へ
。

時時時時

時時時

時時時時

場

場

場

場

場

場
場

場

場場

内

内

内内

内

内

内

内 定

定

対

対

対

対

対

対対 申申申申 内

申 申

申

申

申

申

定
定

定

定

定

問

料

料

定

料

料

料

他

他

講

講

他

料



施設の休館日
❖中央公民館…第４月曜日❖東・南・西・加佐公民館、大浦・城南会館…毎週月曜日❖東・西図書館…毎週月
曜日と祝日（土・日曜日の場合は開館）、毎月末日（土・日・月曜日の場合は火曜日）❖田辺城資料館、郷土
資料館…毎週月曜日（祝日の場合はその翌々日）と祝日の翌日❖総合文化会館、市民会館、陶芸館…毎週月曜
日（祝日の場合はその翌日）❖勤労者福祉会館…第３水曜日❖引揚記念館、東・文化公園体育館…第３木曜日。

42013.6-16 maizuru

広
報

ま
い

づ
る

６
月

16
日

号
発

行
・

舞
鶴

市
（

〒
625-8555 京

都
府

舞
鶴

市
字

北
吸

1044、
☎

62・
2300）

編
集

・
広

報
広

聴
課

（
☎

66・
1041、

ＦＡＸ
62・

7951）
印

刷
・

有
限

会
社

み
ど

り
印

刷

〈
ホ

ー
ム

ぺ
ー

ジ
〉

http://w
w

w
.city.m

aizuru.kyoto.jp/
舞

鶴
市

役
所

へ
の

郵
便

物
は

、
市

役
所

専
用

の
郵

便
番

号
（

〒
625-8555）

と
担

当
課

名
で

届
き

ま
す

。

◀携帯サ

イトはこ

ちらから
maizuru

催
し

教
室
・
講
座

募
集

子
育
て

相
談

傍
聴

そ
の
他

そ
の
他

　

市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
市
政
の
現

状
を
わ
か
り
や
す
く
説
明
す
る
た
め
、
注

文
に
応
じ
て
市
の
職
員
が
直
接
伺
う
「
ま

ち
づ
く
り
出
前
講
座
」
の
メ
ニ
ュ
ー
の
見

直
し
を
行
い
ま
し
た
。
メ
ニ
ュ
ー
は
全
部

で
98
品
。
新
し
く
加
わ
っ
た
メ
ニ
ュ
ー（
４

品
）
は
下
表
の
と
お
り
。「
市
の
制
度
の

こ
こ
が
分
か
ら
な
い
」、「
こ
れ
か
ら
の
舞

鶴
は
ど
う
な
る
の
？
」
な
ど
、
市
政
に
つ

い
て
知
り
た
い
こ
と
が
あ
れ
ば
、
ぜ
ひ
ご

注
文
く
だ
さ
い
。

【
出
前
時
間
】
原
則
と
し
て
平
日
の
９
時

～
21
時
。
１
講
座
90
分
程
度
。

【
会
場
】
申
込
者
で
準
備
。
市
内
な
ら
ど

こ
で
も
可
。

【
対
象
】
市
内
に
在
住
・
在
勤
・
在
学
し

て
い
る
人
で
構
成
す
る
お
お
む
ね
10
人
以

上
の
グ
ル
ー
プ
（
政
治
・
宗
教
・
営
利
活

動
に
該
当
す
る
場
合
を
除
く
）

【
注
文
方
法
】
注
文
書
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
希
望
日
の
１
か
月
前
ま
で
に
郵
送

か
フ
ァ
ク
ス
で
広
報
広
聴
課
へ
。
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
可
。

【
メ
ニ
ュ
ー
・
注
文
書
の
配
置
場
所
】
市

役
所（
受
付
、情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
、同
課
）、

西
支
所
、
加
佐
分
室
、
各
公
民
館
、
大
浦
・

城
南
会
館
、
東
・
西
図
書
館
ほ
か

【
そ
の
他
】
メ
ニ
ュ
ー
に
な
い
内
容
も
相

談
に
応
じ
ま
す
。

出
前
講
座
を
注
文
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

テーマ 内　容 担当課

これからの公共施設の
あり方について

　本市の公共施設の多くは築後数十年が経過し、老朽化が進行しており、
今後これらの施設の更新や維持管理に多大な経費が見込まれる状況にあり
ます。そうした中で、平成24年に作成した公共施設マネジメント白書に基
づき、舞鶴市の公共施設の現状や今後のあり方についてお話しします。

管財契約課

認知症サポーター
養成講座

　「認知症サポーター」とは、認知症を正しく理解し、認知症の人やその
ご家族を、地域や職場であたたかく見守り支えていく人のことです。講座
では認知症の病気や対応について分かりやすくお話しします。小・中・高
生向けの講座も行います。

高齢者支援課

災害時要援護者への
支援について

　地震や台風などの災害時、高齢者や障害者の中でも特に重度な要援護者
への支援について、個別支援計画の策定による自助・互助・共助・公助の
あり方について説明します。また要援護者受け入れ時の避難所開設の注意
点や運営方法も説明します。

保健福祉企画課

原子力災害時の住民
避難について

　関西電力株式会社高浜発電所及び大飯発電所において、原子力災害が発
生した場合の住民の屋内退避や避難の方法などについて説明します。

危機管理
・防災課

▼
詳
し
く
は
、
広
報
広
聴
課
（
☎
66
・
１
０

４
１
、
ＦＡＸ
62
・
７
９
５
１
）
へ
。

【新メニューの概要】

新
メ
ニ
ュ
ー
を
追
加
！

　

有
害
鳥
獣
か
ら
農
作
物
な
ど
を
守
る
た

め
、
田
畑
な
ど
に
電
気
柵
が
設
置
さ
れ
て
い

ま
す
。
注
意
表
示
板
を
一
定
間
隔
に
配
置
す

る
な
ど
安
全
対
策
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
電

気
柵
に
は
触
ら
な
い
よ
う
に
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
《
農
林
課
》

電
気
柵
に
ご
注
意
を

●
６
月
25
日
㈫
14
時
か
ら
●
市
役
所
別
館

●
教
育
総
務
課
（
☎
66
・
１
０
７
０
）

傍
聴

定
例
教
育
委
員
会

　

東
浄
化
セ
ン
タ
ー
内
で
老
朽
化
の
た
め
改

築
す
る
し
尿
処
理
施
設
の
位
置
と
面
積
を
決

定
。
こ
れ
に
伴
い
東
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
敷
地

面
積
を
変
更
し
ま
し
た
。
い
ず
れ
も
、
平
成

25
年
６
月
７
日
付
け
で
変
更
。

　
　
　
　
　

         　

      

《
都
市
計
画
課
》

都
市
計
画
の
決
定
と
変
更

　

生
後
91
日
以
上
の
犬
の
飼
い
主
に
は
、
狂

犬
病
予
防
法
に
よ
り
毎
年
１
回
、
狂
犬
病
の

予
防
接
種
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
だ
受
け
て
い
な
い
場
合
は
必
ず
動
物
病

狂
犬
病
の
予
防
接
種
を

　

現
在
お
使
い
の
福
祉
医
療
費
受
給
者
証
○

（
母
子
医
療
）
と
父
子
医
療
受
給
資
格
認
定

書
○
（
父
子
医
療
）
は
、
７
月
末
が
有
効
期

限
。６
月
28
日
㈮
ま
で
に
継
続
の
申
請
を（
申

請
書
は
送
付
済
み
）。

《
８
月
か
ら
制
度
変
更
》
❖
父
子
家
庭
の
父

も
対
象
に
変
更
❖
名
称
が
「
母
子
医
療
受
給

者
証
」
か
ら
「
ひ
と
り
親
医
療
受
給
者
証
」

に
変
更
❖
所
得
制
限
額
が
現
行
の
児
童
扶
養

手
当
扶
養
義
務
者
の
所
得
制
限
額
と
同
額
に

変
更

●
保
険
医
療
課
（
☎
66
・
１
０
７
５
）

福
祉
医
療
費
受
給
者
証
（
ひ
と
り
親
）

の
更
新

▪
就
職
個
別
相
談
〈
予
約
制
〉

●
７
月
３
日
～
31
日
の
水
曜
日
、
10
時
～
16
時

●
求
職
者
●
先
着
各
５
人

▪
福
祉
の
お
仕
事
出
張
相
談
〈
予
約
制
〉　

●
７
月
26
日
㈮
10
時
～
16
時

●
福
祉
の
仕
事
に
興
味
の
あ
る
人

《
共
通
》
●
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
応
じ

る
（
１
人
50
分
）
●
実
施
日
の
前
日
ま
で
に
住

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
。

就
業
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
63
・
０
８
１
０
、
ＦＡＸ
62
・
４
５
８
９
）

●
７
月
10
日
㈬
13
時
か
ら
●
市
役
所
別
館

●
財
産
管
理
や
遺
産
相
続
、
遺
言
な
ど

●
市
内
在
住
の
高
齢
者
や
障
害
者
と
そ
の
家
族

●
先
着
３
人
●
７
月
５
日
㈮
ま
で
に
電
話
で

高
齢
者
支
援
課
（
☎
66
・
１
０
１
８
）
へ
。

高
齢
者
・
障
害
者
権
利
擁
護
相
談

院
で
接
種
を
（
費
用
は
３
，
２
０
０
円
）。

●
生
活
環
境
課
（
☎
66
・
１
０
０
５
）

母

父

時時時時

場場

内

内

定

定 対対対問

問問

申

申


